
 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

令和6年7月22日号 発行：諏訪湖創生ビジョン推進会議

諏訪湖初！！『湖上プロレス』開催 
（カフェ LAKEHOOD OKAYA） 

スワコエイトピークストライアスロン 2024大会開催 
～諏訪湖と八ヶ岳の未来をつなごう〜 

（スワコエイトピークストライアスロン大会運営事務局） 
レイクフッドオカヤです。去年の６月中旬に開業し、お陰様

で１年が経ちました。6/15-16で１周年イベントを開催しました
のでご報告いたします。レイクフッドオカヤは湖上の施設とし
て、「新たな湖上体験」をテーマとしております。１周年イベン
トを通じ、これまでやったことのない新たなイベントとして、信
州プロレス様のご協力のもと湖上プロレスを開催しました。入
場曲が鳴り響く中、レスラー達は観客のいる桟橋を通ってリン
グへと上がって行きます。揺れる台船上のリングでゴングが
鳴り、楽しいマイクパフォーマンスを交えながらの試合開始と
なります。リングを取り囲む桟橋、台船上、カフェ内、展望デッ
キ、岸からの観戦。熱戦を繰り広げるリングの背景には、諏
訪湖越しの八ヶ岳。コミカルだったり、華麗な技を披露し、会
場のあちらこちらから笑いと歓声の絶えない湖上プロレスとな
りました。今後も新たなイベントを通じて諏訪湖をこれまでより
ももっと身近に、更に愛着を持っていただけるきっかけになれ
ばと思います。         （開催の様子） 

第１回大会（2022 年）から組織体制やコースの見直しを
行い６月 23日（日）に第 2回大会を開催することができまし
た。生憎の天候で子どもたちを中心とした地元参加型イベ
ントは中止になってしまいましたが、スタートの号砲がなり
1000 名の選手が一斉に諏訪湖に入水、泳ぐ姿に大きな歓
声が上がった時にはその思いも打ち消され、会場一帯は感
動に包まれました。トライアスロンは、天候を踏まえた上で
スピードや体調をコントロールし完走を目指す競技ですが、
悪天候では心が折れそうになることも往々にしてあるそうで
す。今大会では選手から「地元住民の応援に勇気づけられ
走り続けることができた」と感謝の声も多く聞くことができま
した。これもボランティア 1100名の方々や沿道で応援してく
ださった方々など多くの方が選手をサポートしてくださった
賜物です。諏訪地域の放っておけない気質がホスピタリテ
ィーに溢れるおもてなしとなり選手に感動を巻き起こしたの
だと思います。開催にあたりご支援・ご協力いただいた関係
者の皆様には改めてお礼申し上げます。                           
 

 諏訪湖創生ビジョン推進会議は、「人と生き物が共存し 

誰もが訪れたくなる諏訪湖」の実現を目指し取り組みます。 

事務局：諏訪地域振興局企画振興課 TEL : 0266-57-2901     

 （吉田教授による講演の様子) 

『プレミアム諏訪湖サイクリングツアー』開催 
（岡谷市観光協会） 

 令和６年７月７日（日）に実施したこのツアーは、４月に諏
訪湖サイクリングロードが全線開通したことを記念した特別
企画であり、諏訪湖で１日を満喫しできるモデル的なコース
を設定しました。「自転車×カヤック×うなぎ＝諏訪湖」をコ
ンセプトに、諏訪湖でできるアクティビティだけではなく食文
化にも着目し、地域の文化や風土の発信にも注力しまし
た。また、参加者１４名の内７名は、県外者（東京、神奈川、
愛知）であり、はじめて諏訪地域に来られる方もいました。
参加者の年齢は５０代から７０代が中心であり、改めて諏訪
湖サイクリングロードがいかに安全で世代を選ばないルー
トとであるかを実感しました。 
来年には諏訪湖スマー 

トインターチェンジの開通 
を控えており、さらなる 
観光客の増加が期待され 
ます。 
今後も「諏訪湖」という 

全国的に知名度が高い 
観光資源を活用し、諏訪 
地域の観光振興に取り 
組んでまいります。 

子どもの夢実現に向けて〜人工なぎさ（岡谷市
湊）を再整備しました（6/9,16,23,30,7/7） （諏訪湖へ一斉に入水する選手） （ゴール地点の様子） 

（LAKEHOOD OKAYAにて記念撮影） 


